　「Feyfolken」訳本

　「Feyfolken, Book One」

　「Feyfolken」第一巻

　著者　Waughin Jarth
　その高賢〔Great Sage〕は、長身で、だらしのない、禿頭の代わりに髭を生やしている男であった。彼の図書館も持ち主に似て、どの本も長らく埃に塗れて本棚の奥に突っ込まれている。先日の講義では、その内の数冊を使って、如何にしてVanus Galerionが魔術師ギルドを初めて設立したのか、それを学生のTaksimと Vonguldakに説明したばかりである。彼らはPsijic結社でのGalerionの修行時代について、そして、そこでの魔術の研究は魔術師ギルドのものと如何に異なるのか、そう矢継ぎ早に質問を繰り出したものである。
「非常に良く考えられた生活を送っていたし、今でも送っているものだよ」高賢は説明してみせる。「実際のところ、かなりのエリート主義だね。それを、たいそうGalerionは嫌っていたのだよ。彼は魔術の研究を自由に解放したかったのだよ。ふむ、“自由に”とはいかないまでも、少なくとも誰にでも開かれているようにね。そうするために、彼はTamrielでの生活を改めたのだよ」
　「彼なのですよね、お師匠さま？　現代の薬剤師、魔導具工、それに呪成師〔spellmakers〕が手本にしている慣習と儀式を集成したのは？」Vonguldakが尋ねる。
　「それは業績の一部分に過ぎないよ。今日の我々が知っている魔術は、そのVanus Galerionに由来するものだからね。大衆でも理解できるように、魔術の流派を組み立て直した。それから、錬金術と魔封術〔enchanting〕の道具も開発した。技術と財布が許す限り、魔法事故の心配も無く、誰でも何でも欲しいものを作り出せるようにね。そう、つまりは、“そういうこと”を創り上げたのだよ」

　「どういうことです、お師匠さま？」Taksimが尋ねる。
　「最初の頃の道具は、現在の我々のものよりも自動化されていた。どんな素人でも、ほとんど錬金術と魔封術に通じていなくても扱えるようにね。Artaeum島〔Psijic結社の本拠地〕では学生は長年の苦学によって技術を学ばねばならなかったが、それはPsijic結社のエリート主義の一例に過ぎないとGalerionは考えた。彼の開発した道具は、あたかもプロの錬金術師と魔封術師のように、金さえ払えば客の望むものなら何でも機械的に創り出せるような代物であったのだよ」

　「それなら、例えば、世界を真っ二つに切り裂くような剣でも？」Vonguldakが尋ねる。
　「理論的には。ただ、それには世界中の黄金が必要だろうがね」くすくすと笑う高賢。「いや、今までに我々が未曾有の危機に直面したことが在るとまでは言えないが、しかし、無教養の田舎者が自分の理解も及ばないような代物を創り出したという不運な事件が少しばかり無かった訳でもない。そういう訳で、もちろんGalerionは古い道具を廃棄して、現在の我々のものを創り上げたのだよ。つまり、そうして創り上げる前に自分が何をしているのか充分に経験を積んで分かっている必要がある、そういう僅かばかりのエリート主義だね」
　「それで、どういうものが創り出されたのですか？」Taksimが尋ねる。「何かエピソードでも？」
　「ふふ、試験が嫌で話を逸らすつもりだな」と高賢。「しかし、その要点を突いた、ちょうど良い話が在るぞ。Summurset島の西海岸に在るAlinorの街のThaurbadという書記にまつわる物語でね……」
　それは第二時代、Vanus Galerionが魔術師ギルドを初めて設立してから間も無い、Tamriel本土にまでは進出していないけれど、その支部がSummursetの至るところに広がっている頃のことであった。
　五年もの間、このThaurbadという書記は、伝令のGorgosを通じて外の世界に向けて何通も手紙を書くばかりという生活を送っていた。隠遁生活だった最初の一年間は、残っていた本当に少しばかりの友人や親族――実際のところ、それは亡妻のものであったけれど――が彼を訪ねようとしたけれど、最も粘り強い身内でさえ、何の進展も見出せず根負けしてしまった。誰もThaurbad Hulzikと交際を続けるべき理由を取り立てて持っていなかったので、時間の経つに連れて、訪ねようとする者さえ少なくなっていった。彼が辛うじて記憶に留めているだろう人々の近況を綴った手紙が、ときどき義妹から届けられていたが、その交際も稀になってしまった。彼の家を往き来する手紙の大概は、Auri-El神殿から週毎に出される公報の書記の仕事に関するものである。これらの公示は神殿の扉に釘で打たれて、その中身はと言えば、地域のニュースとか説教とか、そういう類のものであった。
　その日にGorgosから届けられた最初の手紙は治療師からのもので、そこでThaurbad は彼女とTurdas〔木曜に相当〕に会う約束をしていたことを思い出した。しばらく、彼は浮かない顔つきで了承の返信を綴っていた。彼はCrimson Plague〔深紅の疫病〕を患っていて、そのために多額の治療費を費やしていたのである（これが、治癒魔法の流派が高度に専門化する以前の物語であることを忘れてはならない）。それは声を失わせるような恐ろしい病気であった。そのため、彼のコミュニケーションは筆記に限定されていたのである。
　次の手紙は教会の秘書をしているAlfiersからのもので、相変わらず粗野な文体で不健全な内容であった。「Thaurbad、来週の行事表にSundas〔日曜に相当〕の説教を加えるのと、それから死亡記事を頼むわよ。少しは“色を付けて”おいてよ。この前みたいのじゃダメだからね」〔原文では、Alfiersの手紙は全て大文字〕
　Alfiersが神殿に勤め出す前から公報の作成に携わっているThaurbadだから、彼が心に思い描く彼女のイメージは純粋に頭の中で作り上げたものであり、それは時間に連れて変貌していった。最初に考えていたのは、イボだらけで醜く太ったメスのSload〔醜い姿の魔物〕の姿だった。最近では、ガリガリに痩せた行かず後家のOrcに“突然変異”している。もちろん、ひょっとしたら、彼の千里眼は正確であって、ちょうど彼女は体重を落としたところであるかも知れないけれど。
　もっとも、どれだけAlfiersの外見が変わろうとも、そのThaurbadを見下そうとする態度は明白で揺ぎ無い。彼のユーモアセンスも大嫌いなら、どんな些細なスペルミスも見逃さないし、彼の文体と筆跡はアマチュアの中でも最低の代物であると思っているのだ。それでも、ありがたいことに、神殿のために働くのは、善良なるAlinor国王のために働くのに次いで非常に堅実な仕事である。たいした稼ぎにはならないが、出費も最小限でしかないのだ。事実、もう金は必要ない。かなりの財産を貯め込んでおいたのだけれど、そうして働く他には日々を送っていく術を持っていないのである。つまり、時間を持て余している彼にとっては、その公報の仕事は何よりも重要だったのだ。
　全ての手紙を届け終えたGorgosは、掃除を始めながらThaurbadに街のニュースを残らず告げていた。そうするのを常としている少年の話を、しかしThaurbadは滅多に気にも留めないけれど、だが今日の報告には興味深いものが在った。魔術師ギルドがAlinorに進出したというものである。
　熱心に聞き入るThaurbadに、そのギルドに関すること全て、つまり卓越した大魔術師そして錬金術と魔封術の驚くべき道具について、Gorgosは語って聞かせたものである。ついに彼が話を終えた時には、Thaurbadは素早く走り書きをして、そのメモと一緒に一本の羽ペンを彼の方に寄越した。それには、こう書いてあった。「この羽ペンに魔法を封じて欲しい」
　「高く付きますよ」Gorgosは言う。
　するとThaurbadは、何年にも亘って貯め込んできた数千もの大量の金貨を彼に与えて遣いを命じたのである。そう、ついにThaurbadは決意したのだ、Alfiers を見返してAuri-El神殿に賛美を与えられるだけの力を手に入れようと。
　私の聞いたところによれば、Gorgosは金を横取りしてAlinorから高飛びしようと思ったのだが、あの貧しく老いたThaurbadのことが心配になってきたらしい。それに何より、主人からの手紙を届けるために、毎日、顔を突き合わせているAlfiersのことが彼も大嫌いだった。あまり良からぬ動機とは言え、Gorgosはギルドに赴いて羽ペンに魔法を封じて貰うことにしたのである。
　先ほど話しておいたように、その当時、とりわけ、その当時には、魔術師ギルドはエリート主義の組織ではなかった。しかし、それでも、伝令の少年が入って行って魔導具の製造器を使わせて貰えるよう頼んだ時には、いくらかの疑いの眼差しを以って迎えられたものである。袋の金を見せると、その態度を軟化させて部屋に招き入れてくれたけれど。
　ところで、その古い魔封術の道具というのを私は見たことが無い。だから、諸君は想像力を働かせて欲しい。その道具には、魔力を封入するための大きなプリズムや、もちろん、エネルギーを捕えておいた各種の魂珠〔soul gem〕と球体も在った。それ以上は、その外見も効果も私には定かでないけれど。全額をギルドに注ぎ込んだものだから、その羽ペンには使える限りで最高額の魂を、つまりFeyfolkenというDaedrothの魂を封入することになった。それを請け負った新米のギルド員は、当時のギルド員の大概と同様に無知であって、それがエネルギーに満ちているという他には、その魂については大して知らなかったのである。Gorgosが部屋を後にした時には、その羽ペンには限度のギリギリまで魔力の充填が為されていた。ほとんど力に打ち震えていると言ってもよい程に。
　もちろん、それをThaurbadが使った時には、どれだけ彼の理解を越えるものであるのか明らかになったのだけれど。
　「さてと」高賢は言った。「試験の時間にしようか」

　「でも、何が起こったのです？　その羽ペンの力は？」Taksimが不満の声を上げる。
　「そこで終わりにするなんて！」Vonguldakも異議を唱える。
　「話の続きは召喚魔法〔conjuration〕のテストの後で、諸君が飛び切りの成績を取れたらね」

　「Feyfolken, Book Two」

　「Feyfolken」第二巻

　著者　Waughin Jarth
　初歩的な召喚魔法の知識を実演してみせる試験の後に、高賢はVonguldak とTaksimに「今日の学課は、これで終わり」と告げた。しかし、午後の講義の間中ずっと落ち着かなげにしていた二人は、座席から立とうとはせずに切り出した。
　「試験の後にもっと話してくれるはずの、あの書記と魔法の羽ペンのことはどうなったのです？」とTaksim。
　「その書記が、どれだけ孤独に暮らしていて、公報の仕事を通じて神殿の秘書と揉め事になっていて、それからCrimson Plagueのせいで喋れないこと、それは聞きました。その彼の伝令の少年が、羽ペンにFeyfolken というDaedrothの魂を封じ込めた、そこからです」Vonguldakが高賢の記憶を促すために付け足してみせる。
　「あいにくと」高賢は言う。「昼寝をするつもりだったのだがね。まあ、その話は魂の本性に関する問題に触れるものでもあるし、だから召喚魔法にも関係してくるからね。よろしい、話を続けよう」
　その羽ペンでもって神殿の公報をThaurbadが書き始めると、たいそう彼が喜んだことに、奇妙とも思われる程に、その文面は劇的な質の変化を遂げたのである。
　夜になると、ThaurbadはAuri-El神殿の公示に取りかかった。彼がFeyfolkenの羽ペンを紙に走らせるや、それは、金に装飾された、しかし力強くも簡素で美しい口語体の文書である、一枚の芸術品へと変じるのである。Alessiaの教条の中でも最も在りふれたものを大司教が型通りに説いている説教を元にしているにも関わらず、その文句の抜粋は詩的でさえあるのだ。神殿の主な後援者に関する二枚の死亡記事は生き生きと強烈な筆致であり、取るに足らない死から涙を誘う世界的悲劇へと変えてしまう程である。疲労困憊に卒倒しそうになるまで、その魔法のパレットを彼は振るったものである。その朝の六時、その日の締め切りに間に合わせて、神殿秘書のAlfiersに送り届けるよう公報文書をGorgosに手渡した。
　予想したように、Alfiersからは何の賛辞も、こうして神殿に早く仕事を上げたことにさえコメントを書いて寄越してこなかった。それは、どうでもいいのだ。この公示が今まで神殿の貼り出した中でも最上のものであると、Thaurbadには分かっている。Sundasの午後一時には、たくさんの手紙がGorgosから彼の下に届けられてきた。
　「今日の公報は非常に美しいものでした。神殿のホールで読んでいたのですが、お恥ずかしいことに、大粒の涙を零してしまいました」とは大司教の言。「これほどまでに美しくAuri-Elの誉れを称えたものを見たことが在りません。Firsthold大聖堂も、これを前には色を失います。友よ、Gallael以来の偉大なる芸術家に私はひれ伏そうと思います」
　この大司教は、何とも誇張気味の聖職者であった。それでも、この賛辞にThaurbadは気を良くしたものである。それから更に手紙は届けられた。神殿の長老の全員が、そして、老いも若きも合わせた３３人の教区民が、自分の時間を潰してまで、その公報の作者と、その彼を祝う手紙を届ける方法とを探し出したのである。そして、その情報の入手先は、ただ一人の人物、あの想像上のドラゴン・レディーのAlfiersであり、口々に歓喜の声をThaurbadに告げんとする祝福者に、彼女は取り囲まれていたのであった。
　翌日、治療師のTelemichielと待ち合わせするために船着場を訪れた時にも、まだThaurbadは上機嫌であった。その薬草医は若く美しいRedguardの女で、次のように書いたメモを渡した後でさえ彼に話しかけようとした。「私の名前はThaurbad Hulzikで、１１時にTelemichielさんと待ち合わせしています。すみませんが、病気のために声を出せないので会話は出来ないのです」
「もう雨は降り始めたかしら？」朗らかに彼女は切り出す。「そう占い師が言っていたようだけど」
　Thaurbadは顔を顰めて怒りに頭を震わせる。どうして、誰も彼も、口の利けない奴が話しかけられるのを好きだと思うんだろう？　両腕を失った兵士が、ボールを投げられるのが好きだと思うだろうか？　明らかに、それは故意に為された冷酷な振る舞いというものではない。しかし、Thaurbadが思うには、ある種の人間は相手が本当に不具であるかどうか試すのが単に好きであるだけなのだ。
　この診察こそ日々の恐怖である。話して話して話し続けて、そうしてTelemichielは不躾な拷問を繰り返してばかりいるのであった。
　「たまには話そうとしてみるべきよ。そうしなきゃ、あなたが良くなってるかどうか分からないんだから。人前でするのが嫌だったら、独りで練習しても良いんだからね」そんな忠告を患者は聞き入れないだろうと知りながら、Telemichielは言う。「お風呂で歌って御覧なさい。きっと、思っているよりも、そう悪い声じゃないと気付くはずよ」
　試した結果を二週間後に知らせると約束して、その診察から脱け出ることに彼は成功した。帰りの船の上で、Thaurbadは来週の神殿公報の構想を練り始めていた。“先週のSundasの御布施”の発表のページの縁飾りは二重にしてみたらどうだろう？　説教を一段組みから二段組みにするのも面白い効果を生むかも知れない。Alfiersから情報を廻して貰うまで仕事を始められないと考えるのは、彼には、ほとんど耐えられないことであるのだった。
彼女からの手紙には、次のようなメモが添えられていた。「この前の公報は、少しは良かったわね。でも、次のには、“Fortunate”〔幸運の〕の代わりに“Fortuitous”〔偶然の、幸運の〕は使わないで頂戴。辞典で調べて御覧なさい。その二つは同義じゃないんだから」
　これを読んで、奇しくもTelemichielの忠告に従う形で、卑猥な言葉をGorgosに叫びそうになった。その代わりに、安ワインの一瓶を空けると、相応しい返信をしたため届けさせて、それから床で眠り込んでしまったのである。
　翌朝、長風呂の後で、Thaurbadは公報の仕事に取りかかった。“特別発表”のセクションに僅かばかり変化を与えるという彼のアイディアは、文面の全体に驚くべき効果をもたらした。彼が公報のページに加える余分な縁飾りをAlfiersは常に毛嫌いしていたが、しかしFeyfolkenの羽ペンを使うならば、それは奇妙にも力強く威厳を漂わせるものとなったのである。
　すぐさま、あたかもAlfiersの心中に呼応しているかのように、彼女からの手紙を携えてGorgosがやってきた。それを開いてみると、ただ一言。「ごめんなさい」
それからThaurbadは働き続けた。あのAlfiersからの手紙は、きっと正確には次のように続けられるものだろう、そのように彼は汲み取っていた。すなわち、「ごめんなさい。今まで誰も、右側と左側の縁飾りを同じ長さにするよう、あなたに教えてこなかったの」〔※１〕あるいは「ごめんなさい。私達の公報には、あなたみたいな風変わりな老書記なんて居なかったの」というものだろう。彼女が何に対して済まなく思っているか、それは重要ではないのだ。説教の注解の部分から堂々たるバラ〔roses〕の柱のように縦欄は上に伸びて〔rose〕おり、その縦欄は恥ずかしげも無く飾り立てられたヘッダー〔紙面の上部に打たれる、ページ数や年月日などの記号〕を冠している。死亡と誕生の公示は“円”形の縁飾りに一緒に納められており、それは生の“円”環を思わせる心を打つ布告となっている。彼の公報は、暖かみの在ると同時にアヴァン・ギャルド〔前衛的〕であるのだ。それは傑作である。その日の午後おそくにAlfiersへ作品を届けさせたThaurbadは、それを彼女は大いに嫌うだろうと知っていたが、そのことを彼は喜んでいたのであった。
　Thaurbad の驚いたことに、Loredas〔土曜に相当〕に神殿から手紙が届けられた。内容を読む前から、その筆跡でAlfiersのものではないと分かっていた。敵意のこもった切り込むような彼女のいつもの筆跡でも、それに、まるでOblivion界からの叫び声のように全文を大文字にするものでもなかったのだ。
　「Thaurbadさん、あなたは、もうAlfiersが神殿を去ったと知っておくべきだと思います。昨日、本当に唐突に彼女は職を辞しました。私はVanderthilと申しますが、幸運にも（Alfiersの辞職を前に、このような不躾を容赦して下さい）、新しく神殿の連絡役を務めることになりました。あなたの才能には感服しております。先週の公報を読むまで、私は信仰の危機に立たされていたのです。今週の公報は奇跡です。まったくもって。あなたと共に働けることを名誉に思う、そのように心から言いたいのです。　　――Vanderthil」
　日曜日の礼拝後の反響は、さらにThaurbadを驚かせるものだった。その参加者と御布施が非常に多く増えたのは、すべて公報のお陰であると大司教は考えたのである。Thaurbadの給金は４倍になった。そして、彼を称える人々から、１２０を越える手紙がGorgosを通じて寄せられたのであった。

　その翌週、良質なTorvali産の蜂蜜酒のグラスを手元に、書き物机の前に座って、Thaurbadは空白の巻物を睨んでいた。アイディアが浮かばない。彼の子供にして第二の妻である公報に、飽き飽きしているのだ。大司教による三流の説教なんて神への冒涜もいいところであるし、神殿の後援者が死んだとか生まれたとかいうのも退屈すぎるように思われる。くだらない、くだらない。ページに走り書きをしながら、そんなことを彼は考えていた。
　く・だ・ら・な・い、く・だ・ら・な・い。その文字を書いていると自覚していたけれど、しかし、巻物に現れた言葉は「白い首に巻かれた真珠のネックレス」
　今度は、ページいっぱいにギザギザの線を殴り書きしてみる。だが、その何とも美しいFeyfolkenの羽ペンを通して現れた言葉は「Auri-Elに賛美を」
　その羽ペンを紙の上に置くならば、詩句はインクの流れから湧き出てくる。Thaurbadは幾枚もの紙にあらゆることを殴り書きしてインクで汚していったけれど、その彼の意図に反して、この上もなく素晴らしい言葉たちが跳ね返ってくるのである。どんなインクの染みも跳ねも、見事な非対称でもって紙面に零れ出る前に、〔対称の〕万華鏡のように回転する文章を作り出すのである。どうしたところで、公報を駄目にしてしまうことは、彼には不可能である。仕事はFeyfolkenの羽ペンに引き継がれたのだ。彼は読者で、もはや作者ではないのであった。
　「さて」高賢は尋ねた。「Feyfolkenとは何者であるのか？　諸君の召喚魔法の知識から答えてみなさい」
　「それから、どうなったのです？」Vonguldakが叫んでみせる。
　「まずは、私の質問に答えてから。そしたら、話を続けよう」
　「それはDaedrothなのですよね」Taksimは言う。「それに、芸術家の技巧を持ち合わせているようです。Azuraの従僕でしょうか？」
　「でも、そういうことはどれも、あの書記も想像していたかも知れませんね」Vonguldakは言う。「きっと、Sheogorath〔狂気の神〕の従僕でしょう。それで、彼は狂ってしまったのです。あるいは、その羽ペンは、それで書いたものを見る人は誰でも狂わせるのです。Auri-El神殿の信者みたいに」
　「Hermaeus Moraは知識を司るDaedrothで……Hircineは荒野を司るDaedrothで……復讐を司るのはBoethiahで……」考え込んでいたTaksimの顔に微笑が浮かぶ。「FeyfolkenはClavicus Vile〔災厄の神〕の従僕でしょう？」
　「非常に良ろしい」と高賢。「どうして、そう分かるのだね？」
　「その書記の態度です」Taksimは答える。「そうして持っている羽ペンの力を、もう彼が欲しがらないと考えるならば。それから、どうなったのです？」
　「うむ」そう言って、高賢は物語を続けたのである。
訳注
※１　この想定されたAlfiersの発言は不可解である。恐らく、Thaurbadが公報の縁飾りを二重にしたのと突き合わせて考えるべきだろう。すなわち、彼は縁飾りを二重にして全体の長さを二倍にしたが、それに対して皮肉的に「ごめんなさい。今まで誰も、右側と左側の縁を同じ長さにするよう、あなたに教えてこなかったの」と述べるだろうと想定されているのである。そのため、二番目の想定された発言も同様に皮肉の一種と捉えるべきだろう。
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　「Feyfolken」第三巻

著者　Waughin Jarth
　「ついに、Thaurbadは羽ペンの力を知ることになった」そうして高賢は物語を再開する。「Clavicus Vileの従僕であるDaedrothのFeyfolkenの魂が封じられて、それは、Auri-El神殿の週刊公報の書記としての大きな富と名声を彼にもたらしたのだよ。しかし、彼は気付いてしまった。その羽ペンそれ自体が芸術家であって、自分は単なる魔法の目撃者に過ぎない、と。彼は憤激と嫉妬に駆られた。叫んで、その羽ペンを真っ二つに折ってしまったのだ」
　彼はグラスの蜂蜜酒を飲み干して、それから視線を戻すと、しかし羽ペンは全くの無傷であった。
　その魔法の羽ペンの他に一本も持っていなかったので、インク壷に自分の指を浸して、インク染みだらけの文字でもってGorgos宛てのメモを書くことにした。先日の公報を賞賛する神殿からの手紙を新しく一束も抱えてGorgosが帰ってくると、その伝令の少年に、先程のメモと羽ペンを押しやった。そのメモには、「魔術師ギルドに持って帰って、それを売ってしまいなさい。それから、普通の羽ペンを私に買ってきなさい」
　そのメモはGorgosには不可解だったが、言われたようにした。数時間ほどで、彼は戻ってきた。
　「どうしても、あれと引き換えに金を返す訳にはいかないそうです」Gorgosは言った。「魔力は封じられていないと言うのです。私は言いましたよ、“何ですって！　ここで、この場所でFeyfolkenの魂珠を封じたではありませんか？”　そうしたら、“ふむ、しかし、今現在そこには魂は宿っていない。きっと、何かして逃がしてしまったのだろう”」
　Gorgosは立ち尽くして主人を見詰めていた。Thaurbadは物も言えなかった。もちろん、いつもよりも更に言葉を出せない、という意味で。
　「何れにせよ、言いつけ通り、それを捨てて新しい羽ペンを買ってきました」
　Thaurbadは、その新しい羽ペンを、つぶさに点検してみた。彼の古い羽ペンの羽が鳩色〔赤味がかった薄灰色〕がかった灰色なのに対して、それのものは真っ白である。手にも馴染む。彼は安堵の溜息を漏らすと、その伝令を手振りで退室させた。彼は公報を書かねばならない。今度は、どんな魔法も無しに、自分自身の才能だけに頼って。
　二日以内に、ほぼ予定通りに仕事を終えた。それは平凡であるが、しかし、まさしく彼自身の作品である。ページに目を走らせていって少しばかりのミスを見つけた時には、Thaurbadは奇妙な安堵を覚えたものだった。そういう公報のミスとは、長い付き合いであるのだ。「実際のところ」と彼は幸福そうに考え込んだものである。「きっと、この文章には、まだ見ぬミスが埋もれているのだろう」
　空白に平凡な字体でもって最後の一筆を書き終えたところに、神殿からの数通の手紙を持ってGorgosがやってきた。それら全てに素早く目を通していると、その内の一通が彼の注意を惹いた。蝋で封の為された“Feyfolken”という手紙である。非常に当惑を覚えながらも、その封を破いてみる。
　「思うに、あなたは自殺せねばなりません」それは、まったくもって華麗なる書体であった。
　その手紙を床に投げ捨てた彼は、公報が突然に変化するのを目撃した。手紙から跳ね出したFeyfolkenの文字は巻物に大挙して押し寄せると、みすぼらしい彼の文章を最上の美しい作品に移し替えていったのである。もはや、蛙にも似た奇妙な自分の声を気にしてはいられない。長く長く叫び声を上げた。それから、酒に潰れた。どっぷりと。
　Fredas〔金曜に相当〕の早朝に、神殿秘書のVanderthilからの手紙が届けられていた。しかし、朝方の半ばになるまで、それを読んでみる勇気はThaurbadに湧いてこなかった。「おはようございます。ちょうど、公報を納入しようと思っているところです。いつもならTurdas〔木曜に相当〕の夜までに仕上げて頂いておりますが……。興味深いですね。何か特別なことを計画していらっしゃるのでしょうか？　　　――Vanderthil」
　Thaurbadは返信を綴る。「すまない、Vanderthil。床に伏せているんだ。今週のSundasには、どうにも間に合いそうがない」そして、風呂に引きこもる前に、そのメモをGorgosに渡しておいた。その一時間後、彼が風呂から戻ってきた〔※１〕のに合わせて、ちょうど微笑を浮かべたGorgosも神殿から帰ってきていた。
　「Vanderthilさんも大司教も大喜びですよ」彼は言った。「今までの内でも最高の作品だそうです」
　まるで理解できないという風にGorgosを眺めていたThaurbadだったが、それから、公報が何処かに行ってしまっているのに気付いた。怒りに震えながらも、指をインク壷に浸して次の言葉を書き殴った。「私が届けさせたメモには何と書いてあった？」
　「覚えてないのですか？」微笑を引っ込めて尋ねる。近頃、主人の酒量が過ぎていると、彼には分かっているのだ。「正確には覚えていませんけど、でも、こんな風に。“Vanderthilさん、どうぞ、今回の公報です。遅れて済みません。最近、重い心の問題を患っていたのです。　　――Thaurbad”　そこに“どうぞ”とあったものですから、公報を届けておいて欲しいのだと思って、そうしておいたのです。それに、私の言ったように、神殿の人達は非常に喜んでくれましたよ。今週のSundasには、三倍のファン・レターが届きますよ」
　Thaurbadは笑顔で頷くと、手を振って部屋から下がらせる。Gorgosが神殿に戻っていくと、彼の主人は書き物机に向かって新しく一枚の羊皮紙を取り出した。
　羽ペンで彼は書いた。「Feyfolken、お前の望みは何だ？」

　その言葉は次のように変じた。「さようなら。自分の人生に、すっかり嫌気が差してしまったのです。だから、手首を切りました」
　Thaurbadは更に考えを巡らしてみる。「私は狂ってしまったのか？」
　その言葉は次のように変じた。「さようなら。私は毒を持っています。自分の人生に、すっかり嫌気が差してしまったのです」
　「どうして、私にこんなことを？」
　「わたくしThaurbad Hulzikは、自分自身と忘恩と共には生きていけません。そのために、こうして首に縄をかけることにするのです」
　Thaurbadは新しい羊皮紙を手に取ると、指をインク壷に浸けて一から公報を書き直し始めた。彼のオリジナルの原稿は、それをFeyfolkenが変えてしまう前には平凡で欠点のあるものだったし、そうして新しく書いた公報のコピーは殴り書きである。“Ｉ”の小文字の点は打たれておらず、“Ｇ”は“Ｙ”のように見えて、文章は余白にまで飛び出して至るところで蛇のようにトグロを巻いている。最初のページから次のページにインクは染み出ている。筆記帳からページを破り取る時には、三番目のページを半分に引き千切りそうな程の長い裂け目をこしらえてしまった。そうした最後の結果は、それを読む人に何かを訴えかけるものだった。少なくとも、そのように彼は願っていた。それから、その公報とは別にメモを書いておいた。「私が届けさせた“たわごと”の代わりに、この公報を使って欲しい」という単純なメモを。
　新しい手紙を抱えてGorgosが帰ってきたところに、その公報とメモの入った封筒を彼に手渡した。届けられた手紙は何れも、そっくり同じである。たった一つだけ、治療師Telemichielのものを除いては。「Thaurbad、至急、私達の下に来て下さい。あなたの病状に酷似するCrimson Plagueの症例について、Black Marshから報告が在ったのです。まだ何も確かなことは言えません。しかし、どんな選択肢が在り得るのか、私達は知っておきたいのです」
ショックから立ち直るのには、その日の残り全てと１５ドラム〔約５５グラム〕の強い蜂蜜酒が必要だった。翌朝の大部分は、その回復方法から立ち直るのに費やされた。それから、ThaurbadはVanderthil宛ての手紙を書き始めた。「この新しい公報を、どう思われましたか？」羽ペンを使って。そしてFeyfolkenに推敲されると、「私は火中に飛び込もうと思います。才能は枯渇してしまったのです」
　その手紙を指インクでもって書き直す。そこにGorgosは姿を見せると、彼に一枚の手紙を差し出した。それはVanderthilからのものだ。
　「Thaurbadさん、あなたは神々しい霊感だけでなく素晴らしいユーモア感覚の持ち主でもあるのですね。本当の公報の代わりに、あなたから送られた落書きを貼り出している場面を思い浮かべてみて下さいよ。大司教様は、たいへんに笑っていらっしゃいました。あなたの来週の作品を待ち切れません。　　――親愛なるVanderthil」
　その一週間後の葬式には、Thaurbad Hulzikには決して信じられなかったであろう以上の数の友人と崇拝者が参列することになった。もちろん棺は閉められねばならなかったが、それでも、あたかも芸術家自身の肉体であるかのように思い浮かべて、そのオーク材の棺の滑らかな表面を撫でようとする参列者の列が途切れることは無かった。どうにかして大司教は葬儀に参加すると、いつもよりはマシな弔辞を読み上げた。Thaurbadの古い仇敵にしてVanderthilの前の秘書であるAlfiersもCloudrestから訪れて、泣き叫びながらは、誰彼と構わずに、あのThaurbadの示唆は自分の人生航路を変えたと訴えたものである。遺言でThaurbadが彼の羽ペンをAlfiersに遺したと告げられた時には、彼女は号泣に暮れたものである。そのハンサムで朗らかな一人の男性つまりVanderthilを彼女が見つけたところ、彼の悲嘆は更に大きいものであったのである。
　「ほとんど信じられませんわ、彼が亡くなってしまって、もう面と向かって会うことも話すことも出来ないだなんて」Alfiersは言う。「亡骸は見ましたけど、でも、すっかり燃やされてしまわないとしても、彼が本当にThaurbadさんであるかどうか、私には分かりませんの〔※２〕」
　「何かの間違いであると、あなたに言いたいところです。けれども、それを裏付ける多くの医学的証拠が在りますから」Telemichielが言う。「それについては、いくつか私から教えられます。実を言えば、彼は私の患者でしたから」
　「そうなのですか」Vanderthilが尋ねる。「病気か何かで？」

　「何年も前から、彼から声を奪うCrimson Plagueを患っていました。でも、完全な小康状態に入っていると思われました。実際のところ、ちょうど彼が自殺した当日にも、その診察結果を伝える手紙を出しておいたところですの」
　「あなたが、あの治療師なのですか？」Vanderthilが声を上げる。「彼の斬新で素朴なデザインの公報についての手紙をGorgos君に渡した時に聞いたのですが、ちょうど、あなたの手紙を届けたところだと言っていましたよ。その公報というのが、驚くべき一品でしてね。こんなこと決して彼には言えませんでしたが、流行おくれのスタイルの中で立ち往生してしまったのかと疑い始めたものです。しかし、それこそ、光り輝く後光に照らされた、最後の天才の仕事であると分かったのです。何の比喩でもなく、まったくの文字通りに」
　Vanderthilが治療師にThaurbadの遺作を見せると、それは彼女も同意するところであった。その、口語体でもってAuri-El神の権能と威厳を称える、ほとんど判読できない程に熱狂的な数枚の公報に関して。
　「あの、さっぱり分からなくなってしまったのですが」Vonguldakが切り出した。
　「どの部分についてかね？」高賢は尋ねる。「私には、この物語は非常に筋が通っていると思うのだが」

　「どんな公報もFeyfolkenは素晴らしい作品に仕立て上げます。Thaurbad自身の書いた、あの最後の公報を除いては」考え深げにTaksimは言う。「でも、どうして、彼はVanderthilと治療師からの手紙を読み違えてしまったのです？〔※３〕　その手紙の文面も、Feyfolkenは変えてしまったのでしょうか？」
　「恐らくは」微笑を浮かべる高賢。
　「あるいは、Feyfolkenが、その文面の“見え”を変えてしまった？」Vonguldakが尋ねる。「結局、彼は狂わされてしまったのでしょうか？」
　「それも大いに在り得るね」と高賢。
　「でも、そうすると、FeyfolkenはSheogorathの従僕だということになりますよ」Vonguldakは言う。「しかし、彼はClavicus Vileの従僕であると、お師匠さまは言いましたよ。災厄と狂気と、どちらを司るDaedrothなのです？」
　「確かに、遺言はFeyfolkenによって変えられた」Taksimは言う。「それは、次々に災難を作り出すClavicus Vileの、その従僕の仕事に似つかわしいものですね」
　「この書記と呪われた羽ペンの物語に相応しい結末に関しては」微笑を浮かべて高賢は言った。「諸君の望むように読み込んで欲しいものだね」
　訳注　実際のところ、Feyfolkenの正体とは何者であるのだろうか。恐らく、やはりClavicus Vileの従僕であるだろう。何故なら、もしもFeyfolkenがSheogorathの従僕として文面の“見え”を変えているならば、指インクで書かれた最後の公報の“見え”が変えられていないことの説明が付かないからである。これに対して、もしもFeyfolkenがClavicus Vileの従僕として如何なる羽ペンによる文面も変えているならば、その最後の公報の文面が変えられていないことの説明が付くからである。
　※１　恐らく、公衆浴場に足を運んでいたのであろう。言うまでもなく、TESのモデルとするローマ時代には、多数の公衆浴場が建設されていたものである。
　※２　もちろん、AlfiersはThaurbadに対して面識は無いからである。

　※３　葬式での会話から分かるように、Vanderthilと治療師が出しておいた手紙の内容は、実際に彼らが書いたものとは異なっている。すなわち、「最後の天才の仕事」は「落書き」となり、「完全な小康状態」は重篤状態（「至急、私達の下に来て下さい」は、これを示唆するものだろう）となっているのである。
